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松
本
書
屋
本
『
本
草
和
名
』
に
つ
い
て

武

要

旨

『
本
草
和
名
』は
、
九
一
八
年
頃
に
、
深
根
輔
仁
に
よ
っ
て
著
し
た
薬
物
辞
書
で
あ
る
。
本
書
は
江
戸
幕
府
の
医
師
多
紀
元
簡
に
よ
っ
て
紅
葉
山

文
庫
で
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
長
く
所
在
不
明
で
あ
っ
た
。
元
簡
は
古
写
本
を
校
訂
し
、
版
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
世
に
広
め
た
。

現
在
最
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
、『
日
本
古
典
全
集
』
所
収
の
複
製
本
（
全
集
本
）
で
あ
る
。
そ
の
底
本
と
な
る
の
は
、
森
立
之

父
子
が
書
き
入
れ
を
し
た
版
本
で
あ
る
。

武

（
二
〇
一
三
）「『
本
草
和
名
』
の
諸
本
に
関
す
る
一
考
察
｜

万
延
元
年
影
写
本
と
全
集
本
と
の
関
係
を
中
心
に
｜

」（『
訓
点
語
と
訓
点

資
料
』
一
三
一
）
で
は
、
台
北
故
宮
博
物
院
と
無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
の
写
本
（
万
延
元
年
影
写
本
）
を
紹
介
し
て
お
り
、
全
集
本

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
全
集
本
底
本
の
所
在
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
森
立
之
父
子
書
入
れ
本
が
松
本
一
男
氏
の
所
蔵
に
帰
し
た
こ
と
が
分
か
り
、『
松
本
書
屋
貴
書
叢
刊
』に
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
影
印
出
版

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
稿
は
、
こ
の
『
松
本
書
屋
貴
書
叢
刊
』
所
収
の
カ
ラ
ー
版
（
松
本
書
屋
本
）
を
用
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
書
誌
研
究
を
見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
蔵
書
印
を
手
掛
か
り
に
、
松
本
書
屋
本
の
所
蔵
経
緯
を
整
理
す
る
。
第
三
章
で
は
、
識
語
・
書
入
れ
な
ど
を
分
析
し
、
小
島
本

と
の
密
接
な
関
係
を
述
べ
る
。
第
四
章
で
は
、
森
立
之
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
校
訂
を
め
ぐ
っ
て
、
詳
し
く
考
察
す
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
本
研
究
が
今
後
の
研
究
の
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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一

は
じ
め
に

『
本
草
和
名
』
は
、
延
喜
年
間
（
九
一
八
年
頃
）
に
、
深
根
輔
仁
が
唐
の
『
新

修
本
草
』
に
倣
っ
て
著
し
た
薬
物
辞
書
で
あ
る
。
本
書
が
現
代
に
伝
わ
る
ま
で

の
道
の
り
は
順
調
で
は
な
く
、
江
戸
幕
府
の
医
師
多
紀
元
簡
（
一
七
五
五
〜
一

八
一
〇
）に
よ
っ
て
紅
葉
山
文
庫
で
発
見
さ
れ
る
ま
で
、長
く
所
在
不
明
で
あ
っ

た
。
元
簡
は
紅
葉
山
文
庫
古
写
本
を
校
訂
し
、
頭
注
を
加
え
、
序
文
と
提
要
を

付
し
、
版
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
世
に
広
め
た
。
現
在
よ
く
利
用
さ
れ
る
テ
キ

ス
ト
に
、『
日
本
古
典
全
集
』
所
収
の
複
製
本
（
以
下
「
全
集
本
」）
が
あ
る
。

そ
の
底
本
と
な
る
の
は
、
大
槻
文
彦
旧
蔵
の
、
森
立
之
父
子
が
書
き
入
れ
を
し

た
版
本
で
あ
る
。

武
（
二
〇
一
三
）
で
は
、『
本
草
和
名
』
の
版
本
を
概
説
し
た
上
で
、
台
北
故

宮
博
物
院
や
無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
の
写
本（
万
延
元
年
影
写
本
）

を
紹
介
し
て
い
る
。
全
集
本
と
万
延
元
年
影
写
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察

を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
全
集
本
底
本
の
所
在
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、

現
在
所
在
不
明
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
、
小
曾
戸
洋
先
生
か
ら
情
報
を
頂
き
、
森
立
之
父
子
三
色
書
入
れ
本

が
、
一
九
八
〇
年
代
に
東
京
古
典
会
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
、
松
本
一
男

氏
に
よ
っ
て
入
札
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
、『
松
本
書
屋
貴
書
叢
刊
』に
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
で
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
新
し
い

資
料
（『
松
本
書
屋
貴
書
叢
刊
』
所
収
の
カ
ラ
ー
版
、
以
下
「
松
本
書
屋
本
」）

を
用
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
書
誌
研
究
を
見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

松
本
書
屋
本
の
所
蔵
経
緯

松
本
書
屋
本
と
全
集
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
識
語
や
書
入
れ
が
一
致
し

て
お
り
、
全
集
本
が
松
本
書
屋
本
の
前
身
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
た
だ
、

所
蔵
者
が
増
え
る
こ
と
に
つ
れ
て
、
冒
頭
と
巻
末
に
押
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
の

数
は
、
全
集
本
よ
り
松
本
書
屋
本
の
ほ
う
が
多
い
。
松
本
書
屋
本
に
見
ら
れ
る

蔵
書
印
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

上
巻
序
の
初
葉
と
下
巻
一
オ
に
、「
大
槻
文
庫
」「
文
彦
」「
森
氏
」「
松
本
蔵

書
」「
宝
玲
文
庫
」

上
巻
末
（
六
十
ウ
）
と
下
巻
「
提
要
」
の
末
に
、「
月
明
荘
」「
一
馬
」

「
森
氏
」
は
、
森
立
之
（
一
八
〇
七
〜
一
八
八
五
）
と
森
約
之
（
一
八
三
七
〜
一

八
七
一
）
父
子
の
蔵
書
印
で
、「
大
槻
文
庫
」「
文
彦
」
は
、
大
槻
文
彦
（
一
八

四
七
〜
一
九
二
八
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
印
は
全
集
本
に
も
あ

る
。一

方
、「
一
馬
」「
宝
玲
文
庫
」「
月
明
荘
」「
松
本
蔵
書
」
は
、
全
集
本
で
は

見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
川
瀬
一
馬（
一
九
〇
六
〜
一
九
九
九
）、
フ
ラ

ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
（
一
九
〇
六
〜
一
九
六
一
）、
反
町
茂
雄
氏
（
一
九
〇
一
〜
一

九
九
一
）、
松
本
一
男
（
一
九
四
六
〜
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

武
（
二
〇
一
三
）
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
森
父
子
三
色
書
入
れ
本
『
本

草
和
名
』
は
、
森
約
之
の
妻
が
大
槻
文
彦
の
姉
で
あ
る
と
い
う
繫
が
り
で
大
槻

文
庫
の
蔵
に
帰
し
た
。
大
槻
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
間
、
日
本
古
典
全
集
刊

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
五
号
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行
会
に
よ
っ
て
、
影
印
出
版
（
一
九
二
六
年
）
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の

は
、
全
集
本
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
経
緯
は
川
瀬
一
馬
の
論
著
（
川
瀬
、
一
九
五
五
）
で
確
認
で
き

る
の
で
、
本
書
は
大
槻
文
庫
を
出
た
後
に
川
瀬
氏
の
手
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
川
瀬
一
馬
と
同
時
代
の
人
物
に
、
反
町
茂
雄
と
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
が

あ
る
。

反
町
茂
雄
（
一
九
〇
一
〜
一
九
九
一
）
は
、
昭
和
時
代
の
書
誌
学
者
、
古
書

籍
商
。
一
九
三
二
年
に
店
舗
を
持
た
な
い
稀

本
専
門
の
古
書
店
「
弘
文
荘
」

を
設
立
し
た
。「
月
明
荘
」は
、
反
町
茂
雄
が
稀
書
善
本
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た

書
物
に
の
み
押
印
さ
れ
た
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
に
つ
い
て
は
、
横
山
（
二
〇
〇
三
）
が
詳
し
い
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
（
一
九
〇
六
〜
一
九
六
一
）
は
、
イ
ギ

リ
ス
人
言
語
学
者
、
古
書
蒐
集
家
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
宝
玲
文
庫
」
が
質
量

と
も
に
優
れ
て
い
る
。一
九
三
一
年
に
ホ
ー
レ
ー
は
語
学
教
師
と
し
て
来
日
し
、

日
本
語
に
堪
能
で
、
書
誌
学
に
も
通
じ
古
書
を
収
集
し
た
。
一
九
四
一
年
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
に
よ
り
英
国
に
送
還
さ
れ
、
蔵
書
は
日
本
政
府
に
接
収

さ
れ
た
。
戦
後
、
ホ
ー
レ
ー
は
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
特
派
員
と
し
て
、
再
び
の

来
日
を
果
た
し
、
接
収
さ
れ
た
書
物
の
奪
還
に
取
り
組
ん
だ
。
辞
職
後
、（
一
九

五
二
年
に
）
東
京
か
ら
京
都
山
科
に
移
り
、
歿
す
る
ま
で
そ
こ
に
住
し
た
。

「
外
国
人
の
日
本
書
蒐
集
家
と
し
て
は
、
空
前
の
大
家
で
あ
る
」と
反
町
茂
雄

は
ホ
ー
レ
ー
を
称
賛
し
て
お
り
、
古
典
籍
の
蒐
集
と
い
う
共
通
点
か
ら
生
ま
れ

た
二
人
の
付
き
合
い
は
、
戦
前
か
ら
始
ま
っ
た
。
ホ
ー
レ
ー
は
京
都
に
移
住
し

た
後
、
経
済
的
な
理
由
で
、
蔵
書
を
手
放
す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
、
反
町
茂

雄
が
頻
繁
に
山
科
の
ホ
ー
レ
ー
邸
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
森
父
子

三
色
書
入
れ
本
『
本
草
和
名
』
も
こ
の
時
期
に
、
反
町
茂
雄
に
売
却
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
。

『
弘
文
荘
待

古
書
目
総
索
引
』
を
調
べ
る
と
、「
本
草
和
名

丹
波
元
簡
校

寛
政
八
年
刊

森
立
之
書
入
写

二
冊
」
が
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
年
）

の
『
弘
文
荘
待

古
書
目
』（
第
三
五
号
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。上

記
の
こ
と
か
ら
、
本
書
の
所
蔵
経
緯
を
お
お
ま
か
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

森
父
子
↓
大
槻
文
彦
↓
川
瀬
一
馬
↓
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
↓
反
町
茂
雄
↓

松
本
一
男

三

小
島
本
（
国
会
八
三
〇
｜
一
七
）
と
の
関
係

第
二
章
で
、蔵
書
印
を
手
掛
か
り
に
松
本
書
屋
本
の
所
蔵
経
緯
を
み
て
き
た
。

森
父
子
、
大
槻
文
彦
、
川
瀬
一
馬
に
加
え
て
、
反
町
茂
雄
、
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー

レ
ー
も
本
書
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
章
は
、
識
語
・
書
入
れ
・

校
正
符
号
を
手
掛
に
、
本
書
と
小
島
本
と
の
関
係
を
み
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
い
う
小
島
本
は
、
小
島
尚
質
・
小
島
尚
真
父
子
旧
蔵
の
『
本
草
和
名
』

版
本
で
、現
在
国
立
国
会
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る（
請
求
番
号
八
三
〇
｜
一

七
）。そ
の
電
子
画
像
は「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

武

松
本
書
屋
本
『
本
草
和
名
』
に
つ
い
て
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小
島
尚
質
（
一
七
九
七
〜
一
八
四
九
）、
号
宝
素
、
江
戸
時
代
後
期
の
医
師
、

医
学
書
の
伝
写
と
校
訂
に
努
め
た
。
小
島
尚
真
（
一
八
二
九
〜
一
八
五
七
）
は

そ
の
息
子
で
あ
る
。
小
島
父
子
は
、
諸
書
を
用
い
て
本
書
に
多
く
の
校
注
を
施

し
た
。
そ
の
校
注
が
森
父
子
三
色
書
入
れ
本
へ
転
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
川

瀬
（
一
九
五
五
）、
杉
本
（
二
〇
一
一
）
で
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
強

調
し
た
い
の
は
、
森
父
子
の
書
入
れ
を
分
析
す
る
際
に
、
小
島
本
に
あ
る
小
島

父
子
の
書
入
れ
と
照
合
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
小
島
本
に
小
島
父
子
の
蔵
書
印
（「
小
島
氏
図
書
記
」「
尚
真
校
読
」）

の
ほ
か
に
、
小
杉

邨
（
一
八
三
五
〜
一
九
一
〇
）
の
蔵
書
印
（「
温
故
堂
文
庫
」

「
杉
園
藏
」）
も
押
さ
れ
て
お
り
、
彼
に
よ
る
赭
筆
の
書
入
れ
も
若
干
み
ら
れ
る

（
次
の
と
お
り
）。

上
八
ウ
４
、
上
十
六
オ
４
、
上
二
三
オ
３
、
上
二
五
ウ
８
、
上
四
ニ
オ
４
、

上
四
六
ウ
８
、
上
四
七
ウ
１
、
上
四
九
オ
７
、
上
五
二
ウ
８
、
上
五
四
オ
６
、

上
五
八
オ
５
、
下
十
七
ウ
８
、
下
二
二
ウ
５
、
下
三
十
オ
７
、
下
三
四
オ
３
、

下
三
六
ウ
５
、
下
四
一
ウ
５

医
学
者
の
森
父
子
や
小
島
父
子
と
は
関
心
が
異
な
る
た
め
か
、
国
学
者
で
あ

る
小
杉

邨
の
書
入
れ
は
、
万
葉
仮
名
和
訓
の
と
こ
ろ
に
集
中
し
て
い
る
。

三
・
一

識
語
か
ら
み
た
両
本
の
関
係

松
本
書
屋
本
と
小
島
本
の
関
係
や
校
注
転
写
の
経
緯
を
把
握
す
る
に
は
、
巻

末
に
あ
る
識
語
を
参
照
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
。
論
述
の
便
宜
の

た
め
に
、
松
本
書
屋
本
の
識
語
を
こ
こ
に
提
示
す
る
。
下
線
の
引
い
て
い
る
部

分
は
、
小
島
本
か
ら
の
転
写
で
あ
る
。

①

上
巻
本
文
末
（
六
十
オ
）

a
（
小
島
宝
素
、
朱
筆
）

天
保
四
年
八
月
据
狩
谷
棭
齋
伊
呂
波
字
類
抄
参
校
本
審
訂
併
及
棭
老
校
語

質
記

上
巻
癸
巳
二
月
廿
九
日
西
城
直
舎
校

b
（
森
立
之
、
朱
筆
）

安
政
乙
卯
三
月
廿
四
日
以

寿
館
原
抄
本
比
校
竟

華
佗
巷
人
源
立
之

②

下
巻
本
文
末
（
五
十
五
ウ
・
五
十
六
オ
）

a
（
森
立
之
、
朱
筆
）

安
政
二
年
四
月
初
八
日
以

寿
館
所
蔵
原
鈔
本
比
校
竟
此
本
影
抄
楓
山
御

庫
舊
抄
本
者
福
山
森
立
之
記

b
（
森
約
之
）

（
そ
の
一
、
墨
筆
）

安
政
元
年
十
二
月
初
七
日
以
多
紀
本
醫
心
方
諸
薬
和
名
篇
壹
校
過
於
薬
名

大
字
而
已
夾
注
細
字
及
和
名
未
遑
校
之

約
之

（
そ
の
二
、
群
青
筆
）

安
政
三
丙
辰
二
月
廿
六
日
以
青
藍
標
抹
本
経
白
字
一
名
之
旁
以
便
検
閲
耳

庭
約
之

c
（
小
島
宝
素
）

（
そ
の
一
、
朱
筆
）
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天
保
四
年
九
月
三
日
据
伊
呂
波
字
類
抄
参
校
本

西
城
直
舎
灯
下
朱
校

往
年
余
従
屋
代
弘
賢
借
字
類
抄
与
亡
友
山
本
恭
庭
同
校
未
就
恭
庭
已
為
泉

下
人

今
再
照
狩
谷
望
之
手
校
本
率
功
併
記
狩
谷
氏
校
語
以
示
子
孫
之
嗣

是
学
者
江
戸
小
島
質
誌

（
そ
の
二
、
朱
筆
）

天
保
十
五
年
七
月
廿
八
日
据
香
薬
抄
引
一
校
併
及
香
薬
抄
裏
書
時
雨
窓
晝

静
質
又
誌

③

下
巻
提
要
末
（
四
ウ
）（
森
約
之
、
墨
筆
）

嘉
永
癸
丑
大
呂
廿
三
日
晩
書
畢
於
馬
米
之

知
薬
室
南
軒
下
其
下
巻
初
葉

到
廿
三
葉
家
厳
所
記
即
是
源
約
之

庭
居
士
借
寫
寶
素
堂
本
也

ま
ず
、
小
島
宝
素
の
識
語
を
み
よ
う
。
上
巻
末
の
①
a
に
よ
る
と
、
宝
素
は

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
八
月
に
、
狩
谷
棭
齋
の
「
伊
呂
波
字
類
抄
参
校
本
」

を
も
っ
て
審
訂
し
、
棭
齋
の
校
語
を
移
写
併
記
し
た
。
下
巻
末
の
②
c
（
そ
の

一
）
に
よ
る
と
、
天
保
四
年
九
月
三
日
に
、「
伊
呂
波
字
類
抄
参
校
本
」
を
も
っ

て
、
朱
校
を
加
え
た
。
ま
た
、
以
前
に
屋
代
弘
賢
よ
り
「
字
類
抄
」
を
借
り
、

亡
友
の
山
本
恭
庭
と
と
も
に
校
訂
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
棭
齋
の
「
手
校
本
」

に
照
ら
し
て
校
訂
を
終
え
、
棭
齋
の
校
語
も
併
記
し
た
。
②
c
（
そ
の
二
）
に

よ
る
と
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
七
月
二
十
八
日
に
、「
香
薬
抄
引
」
に
よ

る
校
訂
を
行
い
、「
香
薬
抄
裏
書
」
の
記
す
と
こ
ろ
も
併
記
し
た
。

次
に
、
森
父
子
の
識
語
を
み
よ
う
。
立
之
の
識
語
①
b
と
②
a
に
よ
る
と
、

立
之
は

寿
館
所
蔵
の
「
原
鈔
本
」
を
も
っ
て
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三

月
二
十
四
日
に
上
巻
を
、
安
政
二
年
四
月
初
八
日
に
下
巻
を
校
訂
し
終
え
た
。

約
之
の
識
語
②
b
（
そ
の
一
）、
②
b
（
そ
の
二
）、
③
は
、
前
述
の
宝
素
と

立
之
の
も
の
と
異
な
り
、
筆
の
色
が
朱
色
で
は
な
く
墨
色
や
群
青
色
で
書
か
れ

て
い
る
。
墨
筆
の
②
b
（
そ
の
一
）
に
よ
る
と
、
約
之
は
安
政
元
年
（
一
八
五

四
）
十
二
月
初
七
日
に
、
多
紀
本
医
心
方
の
諸
薬
和
名
篇
を
も
っ
て
、
薬
名
大

字
及
び
夾
注
細
字
の
と
こ
ろ
を
校
訂
し
終
え
た
が
、
和
名
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
し

て
い
な
い
。
群
青
筆
の
②
b
（
そ
の
二
）
に
よ
る
と
、
約
之
は
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
二
月
二
十
六
日
に
、
検
閲
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
青
藍
の
筆
で
本

草
経
の
白
字
一
名
に
相
当
す
る
部
分
に
線
を
引
い
た
。
墨
筆
の
下
巻
提
要
末
③

は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
二
月
（
陰
暦
）
二
十
三
日
に
書
い
た
も
の
で
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
下
巻
初
葉
か
ら
二
十
三
葉
ま
で
の
、
家
厳
（
立
之
）
の
記
す

と
こ
ろ
は
、
約
之
が
宝
素
堂
か
ら
借
り
た
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
松
本
書
屋
本
に
あ
る
識
語
を
見
て
き
た
。
下
線
部
は
森
父
子
が

転
写
し
て
き
た
部
分
で
、
す
な
わ
ち
、
元
々
小
島
本
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

小
島
本
に
は
、
上
記
の
下
線
部
以
外
に
、
次
の
一
条
も
み
ら
れ
る
。

④

下
巻
本
文
末
（
五
十
六
オ
）（
小
島
尚
真
、
朱
筆
）

此
書
寛
政
校
刻
之
際
間
有
誤
脱
文
字
曽
欲
依
醫
學
原
鈔
訂
正
以
事
務

不
果
頃
之
友
人
森
立
之
就
原
鈔
校
訂
尤
詳
乃

立
之
校
本
校
勘
一
過
更
以

原
鈔
本
再
審
卒
業
聊
記
其
由
安
政
乙
卯
夏
五
初
二
日
尚
真
識

こ
の
識
語
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
五
月
二
日
に
、
小
島
尚
真
に
よ
っ

て
書
き
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
は
寛
政
校
刻
の
際
に
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た
ま
た
ま
誤
脱
文
字
が
生
じ
、
尚
真
は
医
学
館
の
原
鈔
本
に
よ
る
訂
正
を
行
い

た
か
っ
た
が
、
仕
事
が
忙
し
い
た
め
、
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
友
人
の
森

立
之
が
原
鈔
本
を
も
っ
て
詳
し
く
校
訂
し
た
の
を
知
り
、
立
之
の
校
本
を
借
り

て
校
勘
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
原
鈔
本
に
よ
る
再
審
も
行
っ
た
（
注
一
）

。

③
と
④
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
校
訂
本
の
貸
し
出
し
は
一
方
的
で
は
な
い
。

嘉
永
年
間
に
森
約
之
は
小
島
の
校
訂
本
を
借
り
、父
の
立
之
と
移
写
を
進
め
た
。

そ
の
後
、
安
政
年
間
に
小
島
尚
真
は
原
鈔
本
に
よ
る
校
訂
に
当
た
り
、
森
立
之

か
ら
校
訂
本
を
借
り
て
い
た
。

三
・
二

書
入
れ
・
校
正
符
号
か
ら
み
た
両
本
の
関
係

三
・
一
で
、
識
語
の
解
説
に
よ
っ
て
、
森
父
子
が
書
入
れ
を
し
た
松
本
書
屋

本
と
小
島
父
子
が
書
入
れ
を
し
た
小
島
本
と
の
貸
し
出
し
や
移
写
の
経
緯
を
整

理
し
て
き
た
。
前
者
に
は
後
者
か
ら
の
移
写
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
や
、
後
者

に
あ
る
原
鈔
本
に
よ
る
校
訂
は
前
者
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
次
に
、
両
本
に
あ
る
書
入
れ
と
校
正
符
号
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
移
写
は
ど
の
よ
う
な
形
式
で
進
め
ら
れ
た
か
を
み
て
み
る
。

１

移
写
さ
れ
た
校
注
と
小
島
本
に
あ
る
元
の
校
注
と
の
比
較

小
島
本
に
あ
る
校
注
の
多
く
は
、
森
父
子
に
よ
っ
て
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い

る
が
、
中
に
は
形
を
変
え
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
上
五

オ
６
（
注
二
）

「
禹
餘
粮
」
條

禹
餘
粮
【
陶
景
注
云
禹
昔
行
山
乏
食
採
此
充
粮
而

其
餘
故
以
名
之
】
一

名
白
餘
…
…

の
と
こ
ろ
で
、
小
島
本
で
は
匡
郭
の
上
に
「
證
類
禹
昔
倒
」、
上
欄
に
「
證
類
白

餘
下
有
粮
字
千
金
翼
方
同
此
脱
」
と
い
う
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

本
文
に
あ
る
「
禹
昔
」
と
「
白
餘
」
に
対
す
る
校
注
で
あ
る
。
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
證
類
本
草
に
お
い
て
、「
禹
」
と
「
昔
」
の
順
序
が
逆
と
な
っ
て
い
る
。

證
類
本
草
と
千
金
翼
方
に
お
い
て
は
、「
白
餘
」
の
下
に
「
粮
」
と
い
う
文
字
が

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
脱
落
し
て
い
る
。

一
方
、
松
本
書
屋
本
で
は
、
匡
郭
の
上
や
上
欄
に
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
な

い
が
、
本
文
の
「
禹
昔
」
の
と
こ
ろ
に
順
序
入
れ
替
え
記
号
「
乙
」
を
書
き
、

横
に
「
証
倒
」
と
記
し
て
お
り
、「
白
餘
」
の
下
に
補
入
記
号
「
o
」
を
書
き
、

横
に
「
粮
【
証
翼

此
書
誤
脱
】」
と
注
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
小
島
本
に
お
い
て
は
、
校
注
を
当
該
個
所
の
上
部
余
白
に
書

い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
松
本
書
屋
本
で
は
、
そ
れ
を
本
文
中
に
盛
り
込
ん
で

い
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

２

両
本
に
あ
る
原
鈔
本
に
よ
る
校
訂
の
比
較

前
述
の
よ
う
に
、
原
鈔
本
に
よ
る
校
訂
に
当
た
っ
て
、
先
に
行
わ
れ
た
森
立

之
の
校
訂
と
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
行
わ
れ
た
小
島
尚
真
の
校
訂
が
あ
る
。
両

者
を
比
較
す
る
と
、修
正
符
号
の
使
用
や
用
字
の
校
正
に
相
違
が
見
つ
か
っ
た
。

修
正
符
号
に
関
し
て
は
、
森
立
之
は
原
鈔
本
で
「
空
缺
事
例
」
と
な
っ
て
い

る
部
分
に
「
(
」
を
付
け
て
い
る
（
注
三
）

の
に
対
し
て
、
小
島
本
で
は
見
せ
消
ち
符

号
の「
O
」（
注
四
）

を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
八
ウ
９
「
方
解
石
」
條
（
左
掲
）
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に
あ
る
「
石
」
と
「
唐
」。

方
解
石
【
仁

音

買
反
】
一
名
黄
石
【
本
條
】
一
名
黄
味
石
【
出
雑
要

訣
】
一
名
夕
石
【
出
釈
薬
】
唐

用
字
の
校
正
に
関
し
て
は
、
両
本
に
一
致
が
多
く
み
ら
れ
る
一
方
、
次
の
よ

う
な
不
一
致
も
み
ら
れ
る
。

ア

小
島
本
に
校
正
あ
り
、
松
本
書
屋
に
校
正
な
し
。

例
え
ば
、
上
五
オ
６
「
禹
餘
粮
」
條
（
左
掲
）
に
お
い
て
、
小
島
本
で

は
「
採
」
の
右
側
に
「
操
」
と
書
き
、
校
正
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
松
本
書
屋
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

禹
餘
粮【
陶
景
注
云
禹
昔
行
山
乏
食
採
此
充
粮
而

其
餘
故
以
名
之
】…
…

イ

松
本
書
屋
本
に
修
正
あ
り
、
小
島
本
に
修
正
な
し
。

例
え
ば
、
上
九
オ
４
「
代
赭
」
條
（
左
掲
）
に
お
い
て
、
松
本
書
屋
本

で
は
「

」
の
右
側
に
「
土
心
」
と
書
き
、
校
正
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

小
島
本
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

代
赭
【
陶
景
注
云
出
代
郡
故
以
名
之
】
…
…
一
名

一
名
土
黄
一
名
赤
土

…
…

四

森
立
之
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
原
鈔
本
に
よ
る
校
訂
を
め

ぐ
っ
て

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
森
父
子
旧
蔵
の
『
本
草
和
名
』
に
書
入
れ
が
多

い
の
が
特
徴
的
で
、
以
前
か
ら
注
目
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
テ
キ
ス
ト
と
し

て
用
い
ら
れ
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
版
の
全
集
本
は
、
判
読
し
に
く
く
、
色
合
い
が

分
か
ら
な
い
な
ど
の
弱
点
が
あ
る
。
カ
ラ
ー
版
の
松
本
書
屋
本
の
入
手
に
よ
っ

て
、書
入
れ
や
校
正
符
号
に
関
す
る
研
究
に
新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
て
き
た
。

本
章
の
考
察
は
、
森
立
之
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
原
鈔
本
に
よ
る
校
訂
を
め

ぐ
っ
て
、
以
前
の
考
察
（
武
、
二
〇
一
三
）
を
見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
・
一

「
原
鈔
本
」
と
万
延
元
年
影
写
本

こ
こ
で
い
う
「
原
鈔
本
」
は
、
三
・
一
で
み
て
き
た
森
立
之
の
識
語
①
b
と

②
a
、
及
び
小
島
尚
真
の
識
語
④
に
現
れ
た
も
の
で
、
江
戸
幕
府
の
医
学
塾「

寿
館
」
旧
蔵
の
、
紅
葉
山
文
庫
古
写
本
の
影
写
本
を
指
し
て
い
る
。
森
立
之
も

小
島
尚
真
も
こ
の
影
写
本
を
用
い
て
、
版
本
を
校
訂
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
。

武
（
二
〇
一
三
）
で
は
、「
万
延
元
年
影
写
本
」（
台
北
博
物
館
蔵
本
と
無
窮

会
蔵
本
が
あ
る
）
を
紹
介
し
て
お
り
、
森
立
之
の
い
う
「
原
鈔
本
」
は
「
万
延

元
年
影
写
本
」
を
指
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
森
立
之
の
識
語
①
b
と
②
a
が
書
か
れ
た
の
は
、
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
よ
り
も
前
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
で
あ
る
た
め
、
そ
の
結
論
が

成
り
立
た
な
い
。
こ
こ
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。「
万
延
元
年
影
写
本
」
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は
「
原
鈔
本
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
兄
弟
本
あ
る
い
は
親
子
本
の
関

係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
・
二

二
種
の
「
□
」

武
（
二
〇
一
三
）
で
は
、
森
立
之
の
用
い
た
校
正
符
号
の
「
□
」「
(
」
に
つ

い
て
論
証
を
行
い
、

「
□
」
は
「
空
缺
字
例
」
を
表
し
、
つ
ま
り
「
□
」
で
囲
ん
で
い
る
文
字
が

原
鈔
本
で
は
空
白
と
な
っ
て
い
る
。

「
(
」
は
「
不
載
字
例
」
を
表
し
、
つ
ま
り
文
字
の
左
側
に
「
(
」
が
付
い

て
い
れ
ば
、
原
鈔
本
で
は
そ
の
文
字
が
欠
け
て
い
る
。

と
い
う
結
論
を
得
て
い
る
。
今
回
は
カ
ラ
ー
版
の
松
本
書
屋
本
を
用
い
て
、
万

延
元
年
影
写
本
（
無
窮
会
蔵
本
を
使
用
）
と
照
り
合
わ
せ
て
み
る
と
、
校
正
符

号
の
「
□
」
に
は
墨
と
朱
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

１

墨
の
「
□
」

多
紀
元
簡
が
紅
葉
山
古
写
本
を
も
と
に
版
本
を
作
る
際
に
設
け
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
墨
の
「
□
」
で
囲
ん
で
い
る
部
分
を
万
延
元
年
影
写
本
で
確
認
す

る
と
、
空
白
或
い
は
脱
字
（
注
五
）

に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

上
五
オ
３
「
一
名
石

脳
」、
上
十
二
オ
１
「
或
作
□
子
」、
上
十
六
ウ
２
「
一

名
□
花
使
者
」、
上
十
六
ウ
７
「
仁

音
□
」、
上
二
一
ウ
８
「
此
蒲
□
□

花
上
黄
也
」、
上
二
二
オ
４
「
音
□
□
者
」、
上
二
二
ウ
８
「
一
名
□
断
」、

上
二
三
ウ
３
「
仁

音
渠
□
反
」、
上
三
七
ウ
７
「
和
名

久

礼
乃
於

毛
」（
注
六
）

な
ど
が
あ
る
。「
□
」の
中
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
書
か
れ

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
、
左
掲
の
よ
う
に
、
上
欄
に
多
紀
元

簡
の
校
語
が
み
ら
れ
る
。

上
五
オ
３
「
一
名
石

脳
」
上
欄：

「
按
脳
字
原
本
缺
今
据
証
類
校
補
」

上
三
七
ウ
７
「
和
名

久

礼
乃
於
毛
」
上
欄：

「
按
原
本
脱
久
字
今
据
醫
心

方
及
順
抄
校
補
」

２

朱
の
「
□
」

森
立
之
が
原
鈔
本
を
も
っ
て
版
本
を
校
訂
す
る
際
に
付
け
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
武
（
二
〇
一
三
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
空
缺
字
例
」
を
表
し
て
い
る
。

朱
の
「
□
」
で
囲
ん
で
い
る
部
分
は
、
万
延
元
年
影
写
本
で
は
空
白
と
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、

上
六
ウ
８
「
一
名
羊
起
石

一
名

五
色
扶
渠
」、
上
十
一
オ
６
「
銅
石
【
仁

音
古

猛

反
】」、
上
十
三
ウ
７
「
臭
蒲
【
出
香
蒲
條

蘇
敬

注
】」、
上
十

五
ウ
７
「
麥

【
状
似

大
麦
出
稽
疑
】」

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
、
元
簡
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
墨
の
「
□
」
が
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見
当
た
ら
な
い
が
、（
左
掲
の
よ
う
に
）一
部
に
お
い
て
は
、
上
欄
に
元
簡
の
校

語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

上
十
一
オ
６
「
銅
石
【
仁

音
古
猛
反
】」
上
欄：

「
按
猛
字
舊
缺
今
據
醫

心
方
校
補
」

上
十
五
ウ
７
「
麥

【
状
似
大
麦
出
稽
疑
】」
上
欄：

「
按
麥

状
似
四
字

原
本
缺
今
据
証
類
校
補
」

四
・
三

版
本
に
お
け
る
文
字
の
欠
落

原
本
に
脱
字
と
空
字
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
今

回
の
精
査
で
、
逆
の
場
合
、
つ
ま
り
原
本
に
あ
っ
た
文
字
が
版
本
に
な
る
と
脱

落
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
分
か
っ
た
。

脱
落
し
た
文
字
は
、
森
立
之
に
よ
っ
て
朱
筆
で
補
入
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

松
本
書
屋
本
の
上
十
四
オ
３
「
遠
志
」
條

遠
志

葉
名
小
草
…
…
一
名

苑
【
已
上
四
名
出
釋
薬
性
】
o
一
名

苑

【
出
雑
要
訣
】
唐

に
お
い
て
は
、「【
已
上
四
名
出
釋
薬
性
】」
と
「
一
名

苑
」
の
間
に
、
補
入
記

号
「
o
」（
朱
筆
）
が
み
ら
れ
、
そ
の
横
に
「
唐
」（
朱
筆
）
が
書
か
れ
て
い
る
。

万
延
元
年
影
写
本
で
確
認
す
る
と
、
元
々
「
唐
」
の
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
松
本
書
屋
本
の
上
十
九
ウ
２
「

子
」
條

子

…
…
一
名
地
行
一
名
地
苺
【
已
上
出
薬
對
】
和
名
波
末
比
之

に
お
い
て
は
、「【
已
上
」
と
「
出
薬
對
】」
の
間
に
「
二
名
」（
朱
筆
）
が
補
入

さ
れ
て
い
る
。
万
延
元
年
影
写
本
で
確
認
す
る
と
、
該
当
す
る
部
分
は「【
已
上

二
名
出
薬
對
】」
と
な
っ
て
い
る
。

版
本
で
脱
字
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
考
え
る
と
、「
遠
志
」
條
の
場
合
は
、

産
地
を
示
す
「
唐
」
の
文
字
が
重
複
し
た
た
め
、
前
出
の
方
が
削
除
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「

子
」條
の
場
合
は
、
単
な
る
間
違
い
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

五

ま
と
め

本
稿
は
、
書
誌
学
の
視
点
か
ら
、
松
本
書
屋
本
『
本
草
和
名
』
を
紹
介
し
て

き
た
。
第
二
章
で
は
、
蔵
書
印
を
手
掛
か
り
に
、
そ
の
所
蔵
経
緯
を
整
理
し
た
。

第
三
章
で
は
、
識
語
・
書
入
れ
な
ど
を
分
析
し
、
小
島
本
と
の
密
接
な
関
係
に

つ
い
て
述
べ
た
。
第
四
章
で
は
、
本
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
、
以
前
の
考
察（
武
、

二
〇
一
三
）
を
見
直
し
た
。

松
本
書
屋
本
『
本
草
和
名
』
は
全
集
本
に
比
べ
て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
本
稿
が
今
後
の
研
究
の
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

（
ぶ

せ
い
・
言
語
文
学
専
攻
）
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注注
一
）

識
語
の
解
説
は
、
一
部
杉
本
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
に
し
て
い
る
。

注
二
）

「
上
五
オ
６
」
は
松
本
書
屋
本
の
上
巻
第
五
葉
表
第
六
行
を
表
す
。
以
下
同
じ
。

注
三
）

詳
し
く
は
四
・
二
を
参
照
。

注
四
）

小
島
本
で
用
い
ら
れ
る
校
正
符
号
の
「
O
」
に
は
、
見
せ
消
ち
を
表
す
も
の
も

あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
（
例
え
ば
、
上
十
四
オ
８
「
一
名
澤
足
」

の
「
足
」）。

注
五
）

後
掲
の
例
の
中
で
、
上
三
七
ウ
７
「
和
名

久

礼
乃
於
毛
」
の
は
脱
字
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
は
空
白
で
あ
る
。

注
六
）

上
五
オ
３
「
一
名
石

脳

」、
上
二
一
ウ
８
「
此
蒲
□
□
花
上
黄
也
」、
上
二
二
オ

４
「
音
□
□
者
」
の
「
□
」
に
は
墨
色
、
朱
色
両
方
の
筆
跡
が
み
ら
れ
る
。
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研
究
は
武
田
科
学
振
興
財
団
「
杏
雨
書
屋
研
究
奨
励
」
の
支
援
の
も
と
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。

情
報
収
集
の
段
階
に
お
い
て
、
小
曾
戸
洋
先
生
（
日
本
医
史
学
会
理
事
長
）
か
ら
貴

重
な
教
示
を
頂
戴
し
た
。
平
素
は
、
石
塚
晴
通
先
生
、
池
田
証
寿
先
生
か
ら
御
指
導
を

頂
い
て
お
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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